
・団体名：横浜市青葉消防署
・プログラムの目的： 少年少女期における防火防災思想の普及啓発及び

消防業務に対する理解を深めるため
・実施日時：令和４年８月17日（水） 9:30～12:00
・実施場所：青葉区市ケ尾町33－1 青葉消防署
・参加者数：児童 13人 ／ 保護者 13人
・プログラムの内容：①消防車両・資機材の展示 ②放水体験（防火衣着装）

③起震車による地震体験 ④はしご車搭乗体験
⑤心肺蘇生法・AED取扱い体験 ⑥庁舎見学



当日の様子

放水体験（防火衣着装）消防車両、資機材の展示

はしご車搭乗体験 心肺蘇生法、AED取扱い体験



振り返り会

・消防隊員の仕事を学べて良かった。
・初めてはしご車に乗って、少し緊張したけれど、
いい体験だった。

・地震体験、はしご車搭乗体験、AED体験が
特に楽しかった。

・救急体験がとても勉強になった。
・防火衣を着ることができて良かった。
・放水体験が楽しかった。
・将来、消防隊員になりたい！

参加児童の主な感想、意見



プログラムを終えての感想
企業・団体等の感想など
・感染防止・熱中症対策に十分配慮して、事故等もなく
各種体験を実施できた。

・児童は楽しみながらも、真剣に体験していた。
・児童だけでなく、保護者も興味をもって見守っていた。

学生コーディネーターの感想など
・１つ１つの体験時間を長くした方が良いと思った。
・可能ならば、消防職員の災害出場訓練を見たかった。
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